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町内６地区で
開催されました

　地区の課題や町政について、住民の皆さんと一緒に考えていく住民

懇談会を10月16日から11月21日にかけて、町内６地区で開催しました。

　懇談会では、町のテーマである「住民参加・協働」についてと、各地

区から出されたテーマについて、住民の皆さんと活発な意見交換が

行われました。その一部を抜粋してお知らせします。

　住民参加に関し、現在の問題点、課

題は何ですか。今後積極的な住民参加

のために、何に取り組みますか。

　ワークショップなど色々な形の住民参加を作

ろうとしています。しかし、参加者が少なかっ

たり、参加者が偏ったりすることがあるので、

無作為抽出など全体から意見を聞けるような取

り組みを今後進展させたいと思っています。

　今回開催した住民懇談会も意識向上の一つの

機会です。まちづくり実行委員会などで地区の

皆さんと話し合って課題解決していくのも一つ

の実践練習だと思います。

　そのとおりです。そのためにも総合ボラン

ティアセンターを開所し、ボランティア精神の

普及を図っています。

　地域での勉強会や講座の開催も人材育成の一

環です。そのような場に参加していただき、コ

ミュニケーションが取れるといいなと思います。

　行政も知恵を絞り、皆さんからも設置につい

てご提案いただき、現実に即した設置をしてい

きたいと思います。

　地区活動の中で、皆さんがお互いに育ててい

く部分もあるかと思います。行政側としては、

仕掛けづくりをして、皆さんの意識を変えてい

きたいと思います。

　協働について、住民への意識向上を

どう進めていくのですか？

　ボランティア精神も必要だと思います。

　区が協力するには、人材が充分ではありません。

人材育成について何か方策はありますか。

　ごみステーションの数を増やす方向で、地区、

町共に話し合いをするといいと思います。

　本当は増やしたいのですが、

近くがいいけど家の近くは遠慮

したいということで、設置場所

に四苦八苦しているところです。

いい方法があれば、教えていた

だけるとありがたいです。

　「協働」に関して、住民に意味が伝わっていな

いと思います。もっと PR して参加できる人を

育成するべきだと思います。

　町と連携しながら課題に取り組みたいです。同

じ人に仕事が集中し、負担になるため、人材育成を

していかないと「協働」が成り立たないと思います。

　町テーマ 住民参加・協働について

森岡台は約1,000戸ある中で、ごみステー
ションが他地区に比べ少ない状態。

現在

森岡地区
テーマ

燃えるごみ収集の

問題について

協働を進めるにあたり、今の役員や会議
の参加者にこれ以上負担をかけることは
できない。

現在

緒川地区
テーマ

これからのコミュニティの

在り方について
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　皆さんの前向きな姿勢やご意見をいただき、こちら

も一緒になってこの問題に取り掛かりたいと思います。

　中央地区の組織作りは、防災や防犯、子ども

や老人のためにも早急に立ち上げを進めないと

いけないと思います。

　近隣15世帯くらいの班を作るのはどうです

か？住んでいる方の顔や名前がわかるといざと

いう時の助け合いができると思います。

　組織作りに賛成ですので懇談会後、中央地区

の方と顔合わせをしたいと思います。

中央地区が組織化されていないため、石
浜地区全体と中央地区との関係が密に持
たれず、交流も少ない状態。

現在

石浜地区
テーマ

石浜中央地区の組織作り

伊勢湾台風の時に被害が大きかったため、
今後、災害が起きたときの対策を知りたい。

現在

生路地区
テーマ 　災害時の避難について

　これまでの前例にとらわれず色々トライして

いただきたいと思います。それらに期待し、こ

ちらも真剣に協力したいと思います。

　親睦目的の行事から次の段階へ進むべきです。

地域住民の望む行事に絞って、地域住民を結び

つける内容を検討してはどうでしょうか。

　目的が達成できるのなら、行事を外部委託し

たりするなど方法はあると思います。

　皆さんも行事に参加していただいて、区議員の

大変さと役割を理解してもらえたらと思います。

行事が多く、役員が１人何役もこなさな
いといけない状態。

現在

藤江地区
テーマ

藤江地区コミュニティ

行事の簡素化

　地区の防災倉庫は、必要に応じて設置を考え

ています。また、西部防災倉庫については平成

28年度に建設する予定です。

　町の３つの配水池の全てが緒川新田地区にあ

ります。非常時には、この配水池と県営水道か

らの直接給水で応急給水します。

　配水池・県営水道も、災害時には使えなくなる

可能性があります。各家庭で水を備蓄するのは重

要です。

　防災倉庫などが足りないと思います。

　水の供給はどのようになりますか。

　その配水池は町全体の配水池ですから、緒川

新田地区だけのものではありません。我々も水

を備蓄しなくてはいけません。

災害が起こったときの避難所の整備や運
用が不安。

現在

緒川新田地区
テーマ

　避難所の

整備・運用について

住民懇談会　まとめ

懇談会の内容については
町ホームページに掲載しています。
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　車で避難するか、徒歩で避難するかは状況に

より選択になると思います。

※基本的に徒歩で避難してください。

　避難路の指定はしていませんので、状況に応

じて皆さんが避難ルートを選んでください。

　防災訓練などお互い顔を合わせる場から、少し

ずつ隣組などの体制ができたらいいと思います。

　線路東側住民の車での避難方法について教え

てください。

　避難路の指定はないのですか？

　災害から住民を守るには、隣組の組織（体制）

を作るといいと思います。
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